
大
河 

 

母
が
笑
っ
て
い
る
、 

か
つ
か
つ 

か
つ
か
つ
と
、 

 

母
が
笑
っ
て
い
る 

か
つ
か
つ 

か
つ
か
つ
と
、 

 

母
が
、
笑
っ
て
い
る
。 

か
つ
か
つ 

か
つ
か
つ
と
、 

 

母
が
、
笑
っ
て
い
る
。 

か
つ
か
つ 

か
つ
か
つ
と
、 

 

母
が
、
笑
っ
て
い
る
。 

か
つ
か
つ 

か
つ
か
つ
と
、 

 

母
が
、
笑
っ
て
い
る
。 

か
つ
か
つ 

か
つ
か
つ
と
、 

 

男
が
、
脳
に
侵
略
を
し
、 

て
く
る
、 

休
日
が
灰
色
に
な
る
。 

灰
色
に
な
る
。 

 

私
は
、
大
河
に
飲
ま
れ
る
。 

大
河
に
な
っ
て
い
る
。 

金
色
の
、
大
河
、
が
私
に
あ
る
。 

  



金
色
の
、 

金
色
の 

金
色
の
、
元
友
人
が
い
た
。 

 

母
が
、
か
つ
か
つ
と
、
笑
っ
て
い
る
。 

 

私
は
大
河
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
い
る
。 

橙
、
が
、
黄
色
に
な
っ
て
、 

緑
、
が
な
っ
て
、 

 

お
腹
が
空
い
た
。 

お
腹
が
空
き
ま
し
た
。 

 

咳
き
込
む
。
咳
き
込
む
。 

 

上
か
ら
下
へ
大
河
が
流
れ
る
。 

私
の
中
に
、
大
河
が
あ
る
と
、 

上
か
ら
下
へ
大
河
が
流
れ
る
。 

私
の
中
に
、
大
河
が
あ
る
と
、 

上
か
ら
下
へ
大
河
が
流
れ
る
。 

私
の
中
に
、
大
河
が
あ
る
と
、 

上
か
ら
下
へ
大
河
が
流
れ
る
。 

私
の
中
に
、
大
河
が
あ
る
と
、 

上
か
ら
下
へ
大
河
が
流
れ
る
。 

私
の
中
に
、
大
河
が
あ
る
。 

 

流
れ
て
い
る
、 

流
れ
て
い
く
。 

 

顔
を
下
げ
て
歩
け
ま
せ
ん
。 

顔
が
自
然
と
、
上
を
向
き
ま
す
。 

母
が
か
つ
か
つ
と
笑
っ
て
い
る
の
で
、 

私
は
、
大
河
の
中
に
母
を
沈
め
た
。 

 

母
は
、
大
河
に
そ
っ
て
、
流
れ
て
き
え
る
。 

 



大
そ
れ
た
、
粗
大
ご
み
を
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
し
て
お
こ
う
。 

 

浴
衣
と
か
、
岡
本
太
郎
と
か
、 

そ
う
い
う
の
を
、
捨
て
て
し
ま
お
う
。 

一
切
の
合
切
と
い
う
言
葉
通
り
に
、 

一
切
の
合
切
を
捨
て
去
ろ
う
。 

 

ほ
ら
、
脳
に
住
む
男
が
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
顔
で
、
悪
態
を
つ
く
。 

細
い
目
の
眼
鏡
男
が
卑
屈
な
正
義
感
を
振
り
か
ざ
す
。 

 

金
色
の
、
金
色
の
、
金
色
の
、
金
色
の
、
金
色
の
。 

 

金
は
大
河
に
ば
ら
撒
い
て
し
ま
え
ば
い
い
。 

 

私
は
大
河
で
あ
る
。 

流
れ
る
大
河
は
動
か
ず
、
流
れ
、 

 

流
れ
、
流
れ
、
流
れ
、 

ど
こ
ま
で
も
、 

流
れ
、
流
れ
、
流
れ
、 

ど
こ
ま
で
も
、 

流
れ
、
流
れ
、
流
れ 

ど
こ
ま
で
も
、 

 

消
え
て
、
い
く
だ
ろ
う
。 

消
え
て
、
な
く
な
る
だ
ろ
う
。 

 

私
は
選
択
を
行
う
。 

私
は
あ
な
た
を
忘
れ
る
。 

あ
な
た
と
出
会
っ
た
こ
と
も
、
忘
れ
る
。 

あ
な
た
を
忘
れ
る
。 

忘
れ
て
、
忘
れ
て
、 

母
を
、
捨
て
る
。 

私
は
私
の
一
切
の
合
切
を
、 

極
彩
の
大
河
に
捨
て
去
る
。 

 



か
つ
か
つ
と
、
笑
っ
て
い
る
母
が
老
衰
で
死
ぬ
。 

父
が
や
せ
細
り
、
肺
気
腫
で
死
ぬ
。 

私
は
自
殺
を
行
う
。 

死
因
は
自
殺
の
み
で
あ
る
。 

 

大
河
に
身
を
投
じ
、
緩
慢
に
死
す
。 

私
の
中
の
大
河
に
も
ま
れ
、 

私
は
私
を
忘
れ
去
り
、 

私
は
私
の
中
に
、
埋
没
す
る
、 

私
は
私
の
脳
の
中
に
住
む
す
べ
て
を
殺
害
し
、 

自
ら
の
名
前
さ
も
抹
殺
し
、 

躊
躇
な
く
、
首
を
掻
っ
切
る
だ
ろ
う
。 

 

大
河
に
私
の
首
が
落
ち
る
の
を
、
元
友
人
は
見
て
い
る
。 

嘆
く
べ
き
、 

悲
し
む
べ
き 

怒
る
べ
き
、 

罵
声
を
浴
び
せ
る
べ
き
か
と
、
戸
惑
う
顔
に
、 

笑
う
べ
き
だ
ろ
う
。 

と
、
怒
鳴
り
つ
け
る
の
だ
、 

白
い
花
束
を
ほ
お
り
投
げ
て
、
笑
う
べ
き
だ
と
い
う
の
だ
。 

 

さ
よ
う
な
ら
、 

さ
よ
う
な
ら
、 

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。 

 

私
は
、
選
ぶ
。 

私
は
選
ん
だ
。 

  

大
河
は
私
に
流
れ
て
い
る
。 

 


